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大腸菌プ トレスシン輸送蛋白質potFGHI及びpuupの生理的意義の解明
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【目的】ポリアミン (プ トレスシン､スペルミジン､スペルミン)は､生物界に

広く存在する生命に必須な低分子生理活性アミンであり､細胞増殖因子として働

く｡ ポリアミンの細胞内濃度は､生合成 ･分解 ･輸送を通して厳密に調整されて

いる｡ 本研究では､大腸菌に存在する 2種のプ トレスシン輸送蛋白質である

potFGHI及びPuuPの生理的意義解明を目指した｡

【結果及び考察】基質認識の実験からpotFGHI及びpuupは共にプ トレスシンを特

異的に取り込み､Km値が0.53い′M と6.2い′M であったことから､potFGHIがpuup
よりもプ トレスシンに対し高いaffhityを持つことが明らかになった｡potFGHIに
よるプ トレスシン取り込みは細胞内ポリアミン含量が増えると阻害されるのに対

し､PuuPによるプ トレスシン取り込みは阻害されず､過剰のポリアミンが蓄積す

ることがわかった｡puupのnegativeregulatorであるPuuRはグルコースによって制
御されていることが知られている｡そこで､ポリアミン生合成･輸送欠損株KK3131

にpotFGHIとpuupを含んだプラスミドbACYC184)をそれぞれ導入し､グルコー
ス有無で培養した結果､グルコース存在下で､PotFGHIの発現は上昇していたが､

puupの発現はPuuRにより抑制を受けていた｡また､puuRの発現量はcAMPの濃

度により影響を受けていることが本実験により明らかになった｡以上の結果より､

グルコース存在下で PotFGHIがプ トレスシン輸送蛋白質として主に働き､細胞内

ポリアミン量を至適濃度に保つのに対し､グルコース非存在下では､PuuPがプ ト

レスシンを栄養源として取り込み､細胞増殖を維持していることが明らかになっ

た｡


